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バトラー・エイジズム 
 年をとっているという理由で、高齢者を区別して不利益
な扱いをすることー浜口1996 

 日常生活における軽蔑、嫌悪、回避にはじまり、社会と
の関係を断ち切られる事まで含む。 

 エイジズムは、老いに対する無理解や不合理な恐れで
あり、老人の考えが時代遅れだとか、衰えて醜いとか、
ネガテイヴにステレオタイプ化されたイメージに起因する 

                 バルモア1995 



介入の困難さ 疚しさ 
現場のスタッフは、その提供するサービスが
「当事者」の日常生活そのものに拘っており、
それなくして日常生活が実現しないために、
もっとも可視的にそしてもっとも直接的に侵入
性を告発されている。 

 それは、日常生活を管理することを媒介にしないでは
サービス労働自体も体現できないからである。      

  「過渡期の社会福祉状況」高沢武司１９７３ 
 



M.ウェーバー 
 社会的諸法則による認識は社会
的実体の認識では決してなく、
我々の思惟が用いる種々の補助
手段の一つに過ぎない。 
また、個性的な形姿をもつ生の
現実が、個々の関係において 
有する意義を基礎とする以外に、
如何なる文化現象の認識が考え
られるであろうか。 





ゾテリア東海「サポーターズ」 
アティテュードによる支援 

 「潜在的にできること」と「自信がないから出来ない」の
ギャップは関わらなければ埋まらない。関わることは知
ることから。 

 認知障害とともに生きる人のトータルな能力は未知数。
その人を知るために自分の五感を相手に対してフォーカ
スさせてみる。 

 参加者同士 抱えているリアルを共有することで 相互
の関わりに配慮が芽生えてくる。 

 相手の人生についての考えること。保護されたい欲求を
抑えて、希望をもって生きる。 



















「クリスティーン・ブライデンになる」という自己への配慮 



わたしの最期のときまで 

わたしを見捨てないでください 

私達は脳や意識ではなくスピリ
チュアリテで繋がっています。 

私をたすけ、一緒に歌い、ともに

祈り、私の記憶になってくださ
い。 



 真理の性格が
生に作用を及
ぼす 

 シニシズムに
捉えられない「
吠える犬」 

 



 死せるすべての世代の伝統が夢魔のように、生ける者の頭脳
をおさえつけている。まさに革命の最高潮の時期に、人間は
おのれの用をさせんとしてこわごわ過去の亡霊どもを呼びい
だし、名前とスローガンと衣装をかり、借物のせりふで世界史
の新しい場面を演じようとするのだ。 

 クリスティーンはアルツハイマー病の宣告をうけ、言説に揺らぐ葦のよう
だった。自己の自己性において、自己がほかならぬ自己自身であるという
ことが、最も深刻に疑問に付される事態はかつて精神分裂病と呼ばれた。
日常の生活空間で認知症という病に対峙したクリスティーンは、「生のマ
イノリティ」として、包摂や排除という社会システムの作動を止揚し、世界
における人間の存在とは何であるか、自分自身であるとは如何なる事態
であるか、という根本問題に我々をいざなうのだ。 





症例 ８５歳 女性 
 60歳で胃がん摘出、78歳で左乳がん手術 
 80歳で夫を亡くしてから悲嘆反応 
 希死念慮 夜間徘徊 
 食事も摂らず「死なしてくれ」 
 ミルタザピン１５ｍｇ 処方開始 
 1日目良眠  
 2日目歌を歌って踊るまね 
 3日目「近所の人にヤラレル」以後落ち着く 
 夕食準備の隙に下駄箱のグルホサート服毒 
 １０日後に無事退院 希死念慮・悲嘆消失 
 「私飲んだの？へんだねえ覚えてないね」 













星の王子様より 
「うわばみ」 



 David Chalmers   
Hard problem 





リボーの法則Ribot,T.A.1839~1916 

 記憶は最近のできごとから失
われてゆく 

 知的な記憶より体験的な記憶
が失われにくい 

 知的能力は感情よりもはるか
に失われやすい 

 日常の習慣的なことや長いあ
いだで身に付けたことは最後
まで残る 

   －記憶のバイアスー 



物語ナラティブの消失にともない 
BPSDが出現してくる 
認知症の特異な病態として問題
行動と把握されてきた症状（徘
徊など）にはトラウマの痕跡が
認められることがある 

記憶障害（健忘）はストレス反応
としての生じることがあり つよ
い精神負荷に対して神経の脆
弱性が現れる防衛機制である 

認知症研究においてBPSDの出
現と物語再生能力の消失はほ
ぼ同時期に生じてくる 



★自己感覚変化で以下を含むもの 
・孤立無援感あるいは主動性の麻痺 
・恥辱、罪業、自己非難 
・汚辱感あるいはスティグマ感、孤立感 
★他者との関係の変化で以下を含むもの 
・孤立とひきこもり 
・親密な対人関係を打ち切ること 
・持続的不信、反復的自己防衛失敗 
★感情制御変化であって以下を含むもの 
・持続的不機嫌、自傷、慢性の自殺念慮 
・爆発的あるいは極度な憤怒の抑止 
・強迫的あるいは極度な性衝動の抑止 
★意識変化であって以下を含むもの 
・外傷的事件の健忘あるいは過剰記憶 
・一過性の解離エピソード 
・離人症・非現実感 
・再体験でフラッシュバックや反芻的没頭 
  ジュディス・ハーマン 
   「心的外傷からの回復」より抜粋 
 



“The Soteriaconcept. Theoretical bases and practical 
13-year-experience with a milieu-therapeutic 
approach of acuteschizophrenia”        Luc Ciompi 



ゾテリア東海サポーターズを 
核にしたミームの修正システム 

     潜在的な能力を知り 
   認知症があっても 

     生きていることに共感 

自己の衰えを知り 
自身への配慮から 
支援を受け入れ 
感謝をしめす 

 
 

サポーターズとして活動     
認知症者に寄り添い       

支援者としての態度を学ぶ      













Toward a Science of Consciousness, 
TOKYO 99 

- Fundamental Approaches - 
 
 

May 25 to 28, 1999, United Nations 
University 

Tokyo, Japan 



  .Caillois カイヨワの「遊び」 

 競技 アゴーン 
 
 賭博 アレア 
 
 模擬 ミミクリー 
 
 眩暈 イリンクス 



ＡＤＤＬ amyloid beta-derived diffusible ligand  
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